
 

 

 

 

 ３学期
が っ き

も残
のこ

りわずかとなりました。まだまだ寒
さむ

い日
ひ

もあり、風邪
か ぜ

や感染症
かんせんしょう

に注意
ちゅうい

しなければいけない時
じ

期
き

です。次
つぎ

の

学年
がくねん

に向
む

けて、そして６年生
ねんせい

は中学校
ちゅうがっこう

への進学
しんがく

に向
む

けて残
のこ

りの学校
がっこ う

生活
せいかつ

を元気
げ ん き

に過
す

ごせるように、引
ひ

き続
つづ

き風邪
か ぜ

や

感染症
かんせんしょう

の予防
よ ぼ う

をしましょう。 

 

 

                            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間
ねんかん

、健康
けんこう

に学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ることができましたか？

学校
がっこう

で起
お

こったけがの中
なか

には、周
まわ

りをよく見
み

て行動
こうど う

した

り、ルールを守
まも

って遊
あそ

んだりすることで、防
ふせ

ぐことができる

けがもあります。自分
じ ぶ ん

の生活
せいかつ

を振
ふ

り返
かえ

って、けがを少
すこ

しで

も減
へ

らせるように、これからも気
き

を付
つ

けましょう。 

（202４年４月～202５年２月） 

けがで保健室
ほ け ん し つ

にきた人
ひと

 

とくに多
おお

かったけが 

病気
びょうき

で保健室
ほ け ん し つ

にきた人
ひと

 

とくに多
おお

かった症状
しょうじょう

 

だぼく 

すりきず 

ねんざ・つき指
ゆび

 

友達
ともだち

とぶつかって頭
あたま

を打
う

った、 

ボールが顔
かお

に当
あ

たった など 

転
こ ろ

んでひざをすりむいた など 

ボールをキャッチしようとしてつき指
ゆび

した、

走
はし

っていて足首
あしくび

をひねった など 

ずつう 

ふくつう 

だるい 

～いくつ✔をつけることができるかな？～ 

□早寝
は や ね

・早
はや

起
お

きができた 
□毎日

まいにち

、朝
あさ

ごはんを 

 食
た

べた 

□食後
し ょ く ご

にしっかり 

 歯
は

みがきをした 

 

□ゲームなどの使
つか

い 

すぎに注意
ちゅうい

した 

 

□手
て

洗
あら

いをしっかりできた 

 

□外
そ と

で元気
げ ん き

に遊
あそ

んだ 

 

□必要
ひつよう

な時
とき

にマスク 

を正
ただ

しく着
つ

けた 

 

にん 
にん 

にん 

にん 

にん 

にん 

にん 

にん 

✔をいくつつけることができ

ましたか？ 

規則正
き そ く た だ

しい生活
せいかつ

を心
こころ

がけて 

元気
げ ん き

な体
からだ

と心
こころ

で新年度
し ん ね ん ど

を迎
むか

えられるといいですね！ 

舟橋小学校 
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１年間
ねんかん

の保健室
ほけんしつ

のようす 

１年間
ねんかん

の生活
せいかつ

を振
ふ

り返
かえ

ってみよう 



保護者の方へ 

 

 

「内斜視」とは右目と左目のどちらかが内側に寄っている状態のことです。そのうち、スマホやタブレット、携帯ゲ

ーム機などを見る時間が長くなった後に起こるものが「スマホ急性内斜視」と呼ばれています。自分では症状に気

付きにくいため、知らないうちに症状が進行している・・・ということもあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１日３～４時間以上、メディア機器を使っている 

・30ｃｍ以下の近距離でメディア機器を見ている 

・誤った姿勢でメディア機器を使っている 

・メディア機器のディスプレイが暗い 

・SNSやゲームに集中して視線をあまり動かさない 

 

・画面は目から３０ｃｍ以上離し、正しい姿勢で使う 

・1日のメディア使用は 2時間まで 

・２０～30分に 1回は目線を外し、遠くを見る 

・就寝 2時間前には使用をやめる 

 

 

スマホ急性内斜視にご注意を！ 

1 年間ありがとうございました      

 今年度も本校の学校保健活動にご協力いただき、本当にありがとうございました。 
特に今年度は、昨年度から続き、保健教育の場を通して、保健室以外の場所で子供たちと関わる機会

が多い年でした。保健教育をする中で、自分の心や体、健康について興味をもつ子供たちが増えたように

思います。けがをした時や体調が悪い時に保健室を利用するだけではなく、保健の学習で学んだことを報

告しに来てくれたり、「もっと知りたい！」「詳しく教えて！」と質問に来てくれたり、健康や体と心のことを継

続して意識している様子が見られ、嬉しく思います。 

今後もけがや病気の予防に努め、子供たちが自分の健康を大切にする気持ちを育むことが 

できるよう、努めていきたいと思います。１年間ありがとうございました。 

 

リスクの高い生活習慣 

予防法 

メディアの使いすぎや誤った

使用方法を続けると体や心へ

の弊害が起きたり、トラブルが

発生したりすることもあります。 

正しい使い方や付き合い方

を知り、自分で判断できるよう

今後も指導を続けていきます。

ご家庭でもお子さんと一緒に

使い方やルールの確認をお願

いします。 


